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第 章1

1. 2017年度運用状況

1 2017年度運用状況
成田空港の運用状況Part2

国際線旅客便
68.0％
（＋3）

国内線旅客便
20.7％
（＋3）

国際線貨物便
9.8％
（＋5）

発着回数
252,447回
（＋3）

（　）内は、発着回数の前年度比（％）

国内線貨物便 0.3％（－32）
国内線その他 0.3％

（－2）
国際線その他 1.0％
（－1）

図1-8　航空機発着回数シェア（2017年度）

アジア線
40,315
（＋6）

中国線
8,184
（＋6）

台湾線
13,648
（－13）

アジア線 1,320
（－13）

欧州線
13,184
（＋1）

台湾線 1,433
（＋3）

中国線
25,421
（＋4）

香港線
2,954
（＋4）

太平洋線
34,635
（－2）

欧州線
1,846
（－5）

韓国線
20,351
（＋14）

韓国線
2,617
（＋16）

香港線
13,286 

　　 （＋13）

オセアニア線
5,799 （＋9）

アフリカ線・国内区間 831
（＋1）

グアム線
4,703
（－15）

オセアニア線 248 （－0）

アフリカ線・国内区間
 389（＋1）

発着回数
171,731回
（＋3）

発着回数
24,631回
（＋5）

（　）内は、発着回数の前年度比（％）

グアム線 1（－50）

太平洋線
5,197
（＋9）

（１）旅客便

（2）貨物便

図1-9　国際線路線別発着回数（2017年度）

1 航空機発着回数
　成田空港における2017年度の航空機発着回数は、
総発着回数が前年度の24万5705回を3％（6742回）
上回る25万2447回と6年連続で開港以来の最高値を
更新するとともに、年度として初めて25万回の大台を
突破した。また、国際線は3年連続、さらに国内線は
16年連続で発着回数が開港以来の最高値を更新した。
　国際線は19万8914回で、2016年度を3％（5487回）
上回った。5月25日のインドネシア・エアアジアXを皮
切りに新規乗り入れが5社あったこと、6月2日のジェッ
トスター・ジャパンの上海線をはじめ、新規就航が7
社9路線あったこと、韓国・香港といったアジア方面を
中心に増便が相次いだことなどで発着回数が増加し
た。このうち旅客便は17万1731回で、2016年度を3％

（4397回）上回り過去最高（従来の過去最高は2016
年度の16万7334回）。貨物便も2年連続でのマイナス
から増加に転じて、5％（1121回）増の2万4631回となっ
た。
　国内線は、本邦LCCによる新規就航や増便などによ
り、2016年度を2％（1255回）上回り5万3533回となっ
た。
　なお、開港以来の累計発着回数は569万4287回に
達している（図1-8、表1-10参照）。

（1）国際線旅客便
　国際線旅客便数が最高値を更新したのは、航空会

社の新規乗り入れや韓国・香港などのアジア方面を中
心とした増便が相次いだことなどによる。
　航空会社の新規乗り入れで見ると、インドネシア・エ
アアジアXのデンパサール線、エジプト航空のカイロ
線、エアソウルのソウル線があった。すでに成田空港
に乗り入れている航空会社による新規就航路線では、
ジェットスター・ジャパンの上海線、エアプサンの大邱
線、日本航空のメルボルン線、ティーウェイ航空の済
州線、日本航空のコナ線があった。
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　路線別では、太平洋線が3万4635回で−2％（615
回）減と前年度比はマイナスに転じたが、欧州線は1％

（112回）増の1万3184回とプラスに転じた。一方、アジ
ア線は6％（2365回）増の4万315回と引き続き増加し
て4万回を超えた。中国線は4％（871回）増の2万5421
回。韓国線は14％（2511回）増の2万351回で、伸び率
は2015年度のマイナスから2年連続での2桁増を記録
した。香港線は13％（1545回）増の1万3286回と引き
続き高い伸びだが、台湾線は13％（2050回）減の1万
3648回、グアム線は15％（817回）減の4703回と、デ
ルタ航空の路線運休などにより大きく減少した（図1-9
（1）参照）。

（2）国際線貨物便
　国際線貨物便の発着回数は、2014年度に増加に転
じた後、2015年度、2016年度の2年連続で前年度を
下回ったが、2017年度では3年ぶりに前年度実績を上
回った。航空会社の新規乗り入れとしては、ドイツのア
エロロジックの香港線・ライプチヒ線、カーゴルックス
のルクセンブルク／ノヴォシビルスク／成田／仁川／ノ
ヴォシビルスク／ルクセンブルク線があった。また、既
存の航空会社による新規就航路線では、ポーラーエア
カーゴのロサンゼルス線、アトラスエアのロサンゼルス
線とマイアミ線、マレーシア航空のクアラルンプール／
成田／ペナン／クアラルンプール線があった。
　路線別では、太平洋線が9％（422回）増の5197回
と、新規路線開設などにより好調な伸びで2年連続の
プラス。しかし欧州線は5％（94回）減の1846回と減
少に転じた。アジア線は13％（202回）減の1320回と
引き続き2桁のマイナス。路線別シェアでトップの中国
線は6％（488回）増の8184回と順調に増加。韓国線
は16％（356回）増の2617回、香港線も4％（107回）増
の2954回と増加に転じた。台湾線は3％（39回）増の
1433回だった（図1-9（2）参照）。

（3）国内線旅客便
　国内線旅客便の発着回数は、前年度比3％（1587
回）増の5万2204回となり、2016年度に続いて過去
最高を記録した。ジェットスター・ジャパンによる宮崎
線の新規就航などによるもの。これに貨物便などを合
わせた国内線全体では2％（1255回）増の5万3533回
となった。

（4）航空会社別
　2017年度の国際線航空会社別発着回数で、旅客便
は計36社が発着回数1000回以上となった。このうち
トップ10の航空会社では6社の発着回数が増加する一
方、4社が減少した。

　トップの日本航空は3％（823回）増の2万9442回
で、メルボルン線、コナ線の新規就航などが牽引。2位
の全日本空輸は3％（857回）増の2万9337回で、メキ
シコシティ線の新規就航やロサンゼルス線の増便など
が牽引した。3位のユナイテッド航空はソウル線の運休
などで5％（430回）減の8440回。4位のデルタ航空は
台北線・グアム線の運休などにより29％（3277回）減
の7895回と大幅に減少、順位もこれまでの3位から4
位に後退した。このほか、トップ10の航空会社の中で
は、大韓航空が13％（705回）減の4708回、チャイナ
エアラインが7％（263回）減の3648回と減少。一方で、
バニラエアは5％（269回）増の5676回、キャセイパシ
フィック航空は8％（292回）増の3855回、中国国際航
空は1％（23回）増の3732回、チェジュ航空は釜山線
の新規就航などで34％（814回）増の3192回と大幅に
増加し、トップ10入りを果たしている（表1-11（1）参照）。
　貨物便では、発着回数が500回以上だった11社の
うち8社が前年度を上回り、前年度を下回ったのは3
社にとどまった。このうちトップの日本貨物航空は1％

（46回）増の5567回と堅調。2位のフェデラルエクスプ
レスは3％（133回）増の4666回と増加に転じた。しか
し3位の全日本空輸は2％（68回）減の4201回と引き
続きマイナス。4位はポーラーエアカーゴで、ロサンゼ
ルス線の新規就航などにより9％（192回）増の2410
回と大幅に増加。5位はユナイテッドパーセルサービ
スで2％（41回）増の2334回となっている（表1-11（2）
参照）。

（5）機材別
　国際線旅客便のうち、B747型機やB747-400型機
など旧来型の大型機は、機材の老朽化に伴う退役な
どもあって、発着回数全体に占める割合は、2000年
代に入ってから年を追うごとに減少傾向にある。開
港時（1978年度）には半数近くを占めていた大型機
は、例えば2003年度から2005年度まで5万回台で
推移した後も漸減傾向を続けて、2009年度では2万
回台となり、シェアは19％に縮小した。2008年度に
は総2階建てのA380型機が就航、その後B747-400
型機の後継機としてB747-8型機も就航したが、A380
とB747級を合わせた、いわゆる大型機の発着回数
は減少が進んでいる。2014年度に、この2つのクラ
スの合計でのシェアが初めて1桁台となったのに続き、
2015年度では発着回数が合わせて1万回を下回った。
2016年度、2017年度とさらに減少し、2017年度は
3539回（シェア2％）と5000回を下回った。
　B777級の中型機は、2010年度には10万回台に達
した。2011年度は成田空港の旅客便全体の発着回数
が減少するなかで、中型機の発着回数も前年度をわ
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ずかに下回る実績となったが、その後は10万回台で
ほぼ安定的に推移。2016年度からは11万回台に達し、
2017年度は11万4680回（シェア67％）となった。
　一方で、LCC（ローコストキャリア）の新規乗り入れ
や増便等を背景に、A320型機やB737型機クラスの
小型機の発着回数は年々増加を続けている。2007
年度に1万364回で初めて1万回を超えて以降、一本
調子で増加。2016年度は4万回台に、2017年度は5
万3512回（シェア31％）で5万回台に達するとともに、
シェアも30％を超えた（図1-10（1）（参照）。
　貨物便も、旅客便ほど顕著ではないものの、旅客
便と同様に、大型機の漸減傾向と中型機の増加傾向
が続いてきた。ただ最近はその様相にも若干変化が
見られる。2012年度は大型機の発着回数が2011年
度より若干減少したが、2013年度は増加に転じ、さ
らに2014年度は2008年度以来の1万回台を回復し
た。2015年度は大型機が再び1万回を割り込んだも
のの、2016年度は再び1万回台を回復、2017年度も1
万326回（シェア42％）と1万回台を保った。一方、中
型機は2010年度に発着回数が1万3494回で過去最
高を記録した後は微減・微増を繰り返しつつ、発着

回数は1万3000回台、シェアは58〜60％の範囲で
ほぼ安定的に推移してきた。そのなかで2016年度は
前年度を下回っていたが、2017年度は貨物便全体の
発着回数の増加とともに、中型機クラスは1万4288回

（シェア58％）と過去最高の1万4000回台を記録した
（図1-10（2）参照）。

2 航空旅客数
　2017年度の航空旅客数は4093万9895人で、2016
年度を3％（131万9094人）上回って、3年連続で開港
以来の最高値を更新するとともに、年度として初めて
4000万人を突破した。依然好調な伸びを見せる国際
線外国人旅客数と国内線旅客数が開港以来の最高と
なって、全体の伸びを押し上げた。これまでの過去最
高値は2016年度の3962万801人（表1-10参照）。

（1）国際線旅客数
　伸び率は3年連続のプラスで前年度比3％（106万
8926人）増の3347万9210人となった。これまでの過
去最高は2006年度の3418万5230人。外国人旅客数

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）
日本航空 29,442 823 3
全日本空輸 29,337 857 3
ユナイテッド航空 8,440 －430 －5
デルタ航空 7,895 －3,277 －29
バニラエア 5,676 269 5
大韓航空 4,708 －705 －13
キャセイパシフィック航空 3,855 292 8
中国国際航空 3,732 23 1
チャイナエアライン 3,648 －263 －7
チェジュ航空 3,192 814 34
アメリカン航空 2,896 95 3
ベトナム航空 2,774 57 2
フィリピン航空 2,727 －152 －5
アシアナ航空 2,621 －364 －12
中国東方航空 2,500 0 0
ティーウェイ航空 2,385 1,204 102
香港エクスプレス 2,356 596 34
シンガポ－ル航空 2,190 1 0

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）
香港航空 2,182 837 62
エバ－航空 2,182 －8 0
ジェットスター・ジャパン 2,180 263 14
タイ国際航空 2,094 －5 0
エアプサン 2,054 755 58
中国南方航空 1,876 －6 0
イースター航空 1,806 343 23
タイガーエア台湾 1,744 －96 －5
エア・カナダ 1,602 －6 0
タイ・エアアジアX 1,474 130 10
ジンエアー 1,460 364 33
Spring Japan 1,456 630 76
セブパシフィック航空 1,453 310 27
カンタス航空 1,446 511 55
アリタリア-イタリア航空 1,372 －2 0
マレ－シア航空 1,247 －7 －1
ジェットスター航空 1,232 －331 －21
厦門航空 1,118 －20 －2

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）
日本貨物航空 5,567 46 1

フェデラルエクスプレス 4,666 133 3

全日本空輸 4,201 －68 －2

ポーラーエアカーゴ 2,410 192 9

ユナイテッドパーセルサービス 2,334 41 2

エアージャパン 687 －15 －2

航空会社 発着回数（回） 前年度比（回） 前年度比（％）
ルフトハンザカーゴ 672 97 17

大韓航空 621 17 3

エアホンコン 618 12 2

キャセイパシフィック航空 592 4 1

チャイナエアライン 500 －16 －3
※前年度比は小数点以下四捨五入

表1-11　国際線航空会社別発着回数（2017年度）
（1）旅客便（1,000回以上）

（2）貨物便（500回以上）
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（1）国際線旅客便

（2）国際線貨物便

（B747級）（A380級） （B777級） （その他）

（B747級） （B777級） （その他）

（合計）

17,425回（46%）

3,785回（42%） 5,242回（58%）

6,598回（17%）

101,395回（72%）

105,092回（71%）

105,702回（69%）

101,162回（67%）

108,944回（69%）

113,242回（68%）

114,680回（67%）

13,477回（59%）

13,692回（60%）

13,033回（59%）

13,869回（57%）

13,725回（58%）

13,197回（56%）

14,288回（58%）

47回（0%）

8回（0%）

24回（0%）

394回（2%）  

268回（1%）

21回（0%）

17回（0%）

  

25,186回（18%）

27,404回（18%）

31,782回（21%）

36,946回（24%）

39,517回（25%）

48,594回（29%）

53,512回（31%）

2,400回（2%）

3,807回（3%）

4,104回（3%）

2,478回（2%）

2,446回（2%）

13,900回（37%） 37,923（回）

（合計）

9,029（回）

開港時
（1978年度）

139,8322011年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2回（0%）

22,827

148,2652012年度

24,631

22,836

22,286

153,6542013年度

24,272

23,800

23,510

151,197

157,713

2014年度

2015年度

2016年度

2017年度

開港時
（1978年度）

2016年度

2017年度

2011年度

2012年度

2013年度

2014年度

2015年度

9,303回（41%）

9,136回（40%）

9,229回（41%）

10,009回（41%）

9,807回（41%）

10,292回（44%）

10,326回（42%）

10,851回（8%）

11,962回（8%）

12,066回（8%）

10,611回（7%）

6,806回（4%）

1,593回（1%） 3,905回（2%）

2,039回（1%） 1,500回（1%）
171,731

167,334

図1-10　年度別機材構成比の推移

（注）1. A380…A380　2. B747級…B747-400、B747-8他　3. B777級…MD11、A340、B767、B777、A330、B787他　4. その他… A320、B737、B757他
5. （　）内は構成比

が引き続き好調だったのに加え、日本人の海外旅行需
要も堅調に推移し、日本人旅客数の伸びは2年連続で
のプラスとなった。ただし通過客は、米系航空会社に
よるアジアと北米間の直行便の増加などの影響により、
引き続き減少した。

［日本人旅客数］
　伸び率は2年連続のプラスで、前年度比2％（21万
1047人）増の1370万419人となった。なお、これまで
の最高値は2004年度の1935万1890人。2017年度は、
2016年に上向いた海外旅行需要の勢いが継続する形
で堅調に推移。原油価格高騰により、航空機の燃油
サーチャージ徴収が復活したものの、需要に対する大
きな阻害要因にはならなかった。また、海外で頻発し
たテロ事件の影響で2013〜2015年ごろには冷え込ん
でいたマインドも、海外旅行に対して意欲的な姿勢に
変化してきたとみられる。

　前年同月比の増減率で見ると、12カ月の中で伸び率
がマイナスだったのは10月と、前年同月をわずかなが
ら下回った2018年2月の2カ月のみで、それ以外の10カ
月はプラスとなった。人数ベースでは4月が約90万人に
とどまったものの、それ以外の月はいずれも100万人を
超えており、就航会社数、路線数、便数が順調に増加
するなかで、国際線の日本人旅客数も堅調な伸びを見
せている。

［外国人旅客数］
　日本全体で訪日外客数が年度として3000万人に迫
る2977万人となるなど訪日需要が引き続き好調なこと
や、航空路線の拡充等を背景に、前年度比11％（164
万1817人）増の1594万1475人となり、初めて1500万
人を突破するとともに、4年連続で開港以来の最高値
を更新した。
　人数ベースでは毎月、同月としての過去最高記録の
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（参考）　航空旅客数のシェア（2017年度）

国際線外国人
38.9％
（＋11）

国内線
18.2％
（＋3）

国際線日本人
33.5％
（＋2）

国際線通過客
9.4％

（－17）

旅客数
40,939,895
（＋3）

（注）（　）内は人数の前年度比（％）

（参考）　航空貨物量のシェア（2017年度）

輸入
34.6％
（＋8）仮陸揚（積込）

18.1％
（＋2）

仮陸揚（取卸）
16.7％
（－2）

貨物量
2,282,097
（＋7）

輸出
30.6％
（＋14）

（注）（　）内はトン数の前年度比（％）

更新を続けている。伸び率では7〜9月と2018年1月の
4カ月は前年同月比が1桁台となったものの、それ以外
の8カ月は2桁（10％台）の伸びとなっている。特に4月
の外国人旅客数は、イースター休暇が4月にずれ込ん
だことや人気が高まっている花見需要などにより、ア
ジア方面を中心として人数が増加。前年同月比16％増
の155万2019人と単月として初めて150万人を超え、開
港以来の最高値を更新した。なお、2017年度での月別
の伸び率では、11月の17％増が最も高かった。

[通過客数]
　前年度から17％（78万3938人）減少して383万7316
人となり、5年連続でのマイナスとなった。開港以来の
最高は2004年度の669万3434人で、その6割弱の実
績となっている。背景にあるのは、アジア主要都市の

急速な経済成長に伴う航空需要の増大や航空機材の
高性能化により、米系航空会社による成田空港を経
由しないアジアと北米間の直行便が増加していること。
これにより、従来多くの乗継客を乗せていた便が運休
となるなどで、成田空港における国際線通過客が減少
している。
　月別の前年同月比では、11月と18年3月は1桁台のマ
イナスだったが、それ以外の10カ月は2桁のマイナスと
なっている。

（2）国内線旅客数
　前年度比3％（25万168人）増の746万685人となり、
9年連続で最高値を更新した。大阪（関西）線、札幌（新
千歳）線等が好調だったことや、バニラエアの函館線
やジェットスター・ジャパンの宮崎線の新規就航など
が需要を牽引した。なお、これまでの最高値は2016年
度の721万517人。
　前年同月比の月別の推移では、4月には12％増と2
桁の伸びを記録したものの、その後5月から12月まで
は1桁台と、増加の勢いはやや落ち着きを見せた。さ
らに2018年1月からは、冬ダイヤにおけるLCCの運休・
減便などの影響から、前年同月を下回る実績が続いて
いる。

3 航空貨物・取扱額
　2017年度の国際航空貨物量は、前年度比7％（14万
2022トン）増の228万2097トンで、伸び率は2年連続
でのプラスとなったのに加え、開港以来の最高値であ
る2004年度の229万7555トンに迫る歴代第2位の記
録となった。
　2017年度は、旺盛な半導体関連需要やプラスチッ
ク、その原料の荷動きが好調だったことを背景に、輸

（参考）国際線路線別出発旅客数（2017年度） （単位：百人）

路線別 出発客（人）
（A＋B）

出国数（人）
（A）

通過客（人）
（B）

太平洋線 36,581
（93.4）

27,025
（97.8）

9,556
（82.8）

欧州線 13,412
（102.5）

12,940
（103.1）

472
（88.3）

オセアニア線 6,493
（102.5）

5,872
（103.8）

621
（91.7）

グアム線 4,728
（84.7）

4,302
（87.7）

425
（62.7）

アジア線
（中東含む）

40,591
（109.4）

34,986
（113.2）

5,604
（90.3）

台湾線 13,470
（92.7）

12,858
（95.3）

612
（59.1）

香港線 14,415
（116.9）

14,124
（118.2）

290
（77.2）

中国線 19,502
（105.2）

18,876
（106.5）

626
（76.9）

韓国線 17,359
（116.1）

16,380
（119.3）

978
（80.3）

アフリカ線 295
（121.4）

294
（130.5）

1
（7.1）

（注）（　）内は人数の前年度比（％）
単位未満四捨五入のため合計と一致しないことがある
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出入や仮陸揚がともに好調に推移した。輸出は同14％
（8万5727トン）増の69万9291トンで、2年連続でのプ
ラスになるとともに、2桁の伸び率を示した。品目では
プラスチック、原動機、自動車の部分品などが好調だっ
た（開港以来の最高値は2004年度の89万3384トン）。
輸入は同8％（5万5865トン）増の78万9385トンで、伸
び率は2年連続でのプラスとなった。品目では、一般
食料品やプラスチック原料などが好調だった（開港以
来の最高値は2004年度の98万9513トン）。
　仮陸揚貨物は、積込が同2％増の41万2570トン、取
卸は同2％減の38万851トン、合計では前年をわずかに
上回る79万3421トンとなり、6年連続で開港以来の最
高値を更新した（表1-12参照）。なお、仮陸揚は堅調
に推移したものの日本発着貨物が好調なため、輸出・
輸入に比べて、伸び率が抑えられる結果となった（表
1-11参照）。
　また、成田空港の航空貨物は金額ベース（東京税関
まとめの2017年分）で、輸出額は前年比23.6％増の11
兆1679億円で5年連続のプラスとなった。全国の輸出
額全体に占める成田空港の割合は14.3％で、前年より
1.4ポイント増加している。一方、輸入額は同8.2％増の
12兆2444億円で、5年ぶりに減少した2016年から再
び増加に転じた。しかし、全国の輸入額全体に占める
成田空港の割合は16.2％と、前年より0.9ポイント減少
した。輸出入額のバランスは1兆766億円の赤字（輸入
超過）で、7年連続での赤字（輸入超過）となっている
（表1-12参照）。
　主要品目を見ると、輸出では半導体等製造装置が同
14.2％増の7185億円（シェア6.4％）、科学光学機器が
同25.0％増の6665億円（ 同6.0％）、ICが同26.4％増
の4495億円（同4.0％）といずれも大幅に増加した。こ
のほか電気回路等の機器も同37.8％増の4472億円、
電気計測機器も40.0％増の3484億円と大きく増加し
たが、映像記録・再生機器は12.4％減の1341億円に
減少した。
　輸入では、主要品目である通信機が同18.4％増の1
兆9218億円（シェア15.7％）となっているものの、医薬
品は同9.7％減の1兆2692億円（同10.4％）と減少。IC
は同9.2％増の1兆1761億円（同9.6％）と増加した。こ
のほか、半導体等製造装置も同85.2％増の3261億円

（同2.7％）、電算機類も17.6％増の9069億円（同7.4％）
と増加している。
　主要国・地域別では、輸出で米国は同15.7％増の1
兆8061億円で、科学光学機器などの増加により輸出額
は2年ぶりに増加。EUも科学光学機器などの増加によ
り同7.0％増の1兆3158億円と2年連続で増加。アジア
は同25.3％増の6兆8762億円と2年ぶりに増加。その
うち中国は電子回路等の機器が増加して同27.1％増の

3兆971億円、ASEANはICなどが増加して同32.9％増
の2兆46億円と、輸出額は共に2年ぶりの増加となった。
　輸入で米国は、半導体等製造装置などの増加により、
同0.7％増の2兆3711億円と2年ぶりに増加。EUは医薬
品などが減少したことで同3.6％減の2兆6226億円と2
年連続の減少。アジアは同17.8％増の5兆8860億円で
2年ぶりに増加。そのうち中国は電算機類などの増加
により14.7％増の3兆1855億円、ASEANは通信機など
の増加により同27.2％増の1兆5513億円と、輸入額は
共に2年ぶりの増加となった（表1-13参照）。

4 給油量
　給 油量は、前年度 比2％（8万837KL）減の446万
7712KLで、伸び率は4年連続のマイナスとなった。こ
れまでの最高値は2004年度の589万205KLだが、そ
の後はマイナス基調に転じ、2005年度から2011年度
までの7年連続で前年実績を下回った。その後、2012
年度、2013年度とプラスを記録した後、4年連続で前
年度の実績を下回る結果となった（表1-14参照）。
　航空機発着回数は2017年度において6年連続で開
港以来の最高値を更新するなど、総発着回数自体は
増加している。一方で、近年の機材の小型化や低燃費
化などの影響により、給油量は減少傾向が続いている。
　ちなみに10年前の2007年度と比べると、総発着回
数は19万4115回から25万2447回に30％増加。それ
に対して給油量は562万2869KLから446万7712KL
と21％減少している。
　また、国際線旅客便の航空機発着回数で機種別の
シェアを見てみると、2007年度は大型機が30％、中
型機が64％、小型機などその他のクラスが7％だった。
これが2017年度では、大型機は2％に減少、中型機は
67％、小型機などその他のクラスが31％と、小型機材
が10年前よりも大幅に増えていることが分かる。
　なお、2017年度の月別の給油量は各月とも30万KL
台で推移している。前年同月比で見ると、11月〜2018
年2月の4カ月は前年を上回っているが、それ以外の月
は前年を下回っている。
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主要輸出品目 品目 輸出額（億円） 伸び率（％） シェア（％）

主要品目1 半導体等製造装置 7,185 14.2 6.4

主要品目2 科学光学機器 6,665 25.0 6.0

主要品目3 ＩＣ 4,495 26.4 4.0

主要増減品目 主な品目 輸出額（億円） 伸び率（％） シェア（％）主な増減国

増加1位 科学光学機器 6,665 25.0 6.0 米国

増加2位 電気回路等の機器 4,472 37.8 4.0 中国

増加3位 電気計測機器 3,484 40.0 3.1 台湾

減少1位 映像記録・再生機器 1,341 －12.4 1.2 米国

主要国・地域別 輸出額（億円） 増減品目 伸び率（％）

対米国 18,061 2年ぶりに増 科学光学機器 15.7

対EU（注3） 13,158 2年連続の増 科学光学機器 7.0

対アジア 68,762 2年ぶりに増 25.3

対中国（注4） 30,971 2年ぶりに増 電気回路等の機器 27.1

対ASEAN(注5） 20,046 2年ぶりに増 ＩＣ 32.9

表1-13　成田空港　主要品目輸出入動向（2017年確定値）
主要輸入品目 品目 輸入額（億円） 伸び率（％） シェア（％）

主要品目1 通信機 19,218 18.4 15.7

主要品目2 医薬品 12,692 －9.7 10.4

主要品目3 ＩＣ 11,761 9.2 9.6

主要増減品目 主な品目 輸入額（億円） 伸び率（％） シェア（％） 主な増減国

増加1位 通信機 19,218 18.4 15.7 タイ

増加2位 半導体等製造装置 3,261 85.2 2.7 米国

増加3位 電算機類 9,069 17.6 7.4 中国

減少1位 医薬品 12,692 －9.7 10.4 アイルランド

主要国・地域別 輸入額（億円） 増減品目 伸び率（％）輸出入差引額（億円）

対米国 23,711 2年ぶりに増 半導体等製造装置 0.7 －5,650

対EU（注3） 26,226 2年連続の減 医薬品 －3.6 －13,068

対アジア 58,860 2年ぶりに増 17.8 9,902

対中国（注4） 31,855 2年ぶりに増 電算機類 14.7 －884

対ASEAN(注5） 15,513 2年ぶりに増 通信機 27.2 4,533

表1-12　2017年貿易概況（確定） （単位：億円、％）

輸出額 輸入額 差引額
価額 伸び率 全国比 価額 伸び率 全国比 価額

東京港 58,621 0.7%
2年ぶりに増 7.5% 117,011 10.5%

2年ぶりに増 15.5% ▲58,390
17年連続の輸入超過

成田空港 111,679 23.6%
5年連続の増 14.3% 122,444 8.2%

2年ぶりに増 16.2% ▲10,766
7年連続の輸入超過

羽田空港 4,588 37.7%
2年ぶりに増 0.6% 8,531 22.9％

4年連続の増 1.1% ▲3,942
8年連続の輸入超過

管内 177,404 15.1%
2年ぶりに増 22.7% 255,185 9.8%

2年ぶりに増 33.9% ▲77,781
17年連続の輸入超過

全国 782,865 11.8%
2年ぶりに増 100.0% 753,792 14.1%

3年ぶりに増 100.0% 29,072
2年連続の輸出超過

為替レート：税関長公示レートの平均値
　　　　　　平成29年分

米ドル換算 112.33円/米ドル 平成28年：108.95円/米ドルと比べ3.1%の円安
ユーロ換算 126.24円/ユーロ 平成28年：120.73円/ユーロと比べ4.6%の円安

出典：東京税関資料
注1. 本発表における港別の貿易額は、東京税関管内の次の官署が管轄する区域に蔵置された貨物の通関額によるものである。東京港（東京税関本関、東京外郵出張所、

芝浦出張所（6月まで）、立川出張所、前橋出張所、大井出張所）、成田空港（東京航空貨物出張所、成田航空貨物出張所）､ 羽田空港（羽田税関支署）､
　　 管内には、東京港、成田空港、羽田空港に加えて、新潟港（新潟税関支署、東港出張所）、直江津港（直江津出張所）､柏崎港（柏崎出張所）､新潟空港（新潟空港出張所）、

酒田港（酒田税関支署、山形出張所）を含む。
注2. 「伸び率」は対前年伸び率を示す。

出典：東京税関資料
（注） 1 輸出はＦＯＢ価格、輸入はＣＩＦ価格による。

2 伸率及び増加・減少は全て対前年比による。
3 対ＥＵの貿易額は２８ヵ国の実績。
4 対中国の貿易額には対香港及び対マカオの貿易額を含む。
5 対ＡＳＥＡＮの貿易額は１０ヵ国の実績。
6 本発表における港別の貿易額は、東京税関管内の次の官署が管轄する区域に蔵置された貨物の通関額によるものである。

東京港（東京税関本関、東京外郵出張所、芝浦出張所（６月まで）、立川出張所、前橋出張所、大井出張所）、
成田空港（東京航空貨物出張所、成田航空貨物出張所）､
羽田空港（羽田税関支署）､
管内には、東京港、成田空港、羽田空港に加えて、新潟港（新潟税関支署、東港出張所）、直江津港（直江津出張所）､柏崎港（柏崎出張所）､ 新潟空港（新潟空港出張所）、
酒田港（酒田税関支署、山形出張所）を含む。

表1-11　航空貨物量 （単位：トン）

年  度 2012 2013 2014 2015 2016 2017

総  量 1,921,081（100） 1,985,637（103） 2,076,260（105） 1,981,390（95） 2,140,075（108） 2,282,097（107）

輸  出  584,4841（85）  575,7171（99） 634,027（110） 573,653（90） 613,564（107） 699,291（114）

輸  入  822,5681（93）  799,4181（97） 750,740（94） 706,057（94） 733,520（104） 789,385（104）

仮陸揚  514,029（141）  610,502（119） 691,493（113） 701,680（101） 792,991（113） 793,421（100）

（　）内は前年度比 

表1-14　給油量 （　）内は前年度比 （単位：㎘）

年  度 2012 2013 2014 2015 2016 2017

給油量 4,673,943（110） 4,814,666（103） 4,616,953（96） 4,573,250（99） 4,548,549（99） 4,467,712（98）


